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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

高温ガス炉は、極めて安全な原子炉であるとともに、1000℃

に近い熱を供給できるメリットがあり、カーボンフリー社会の

中核的な技術となり得る。HTTRで用いられている黒鉛スリーブ

付き黒鉛コンパクト燃料に対して、スリーブを除去したSiCコン

パクト燃料とすることで、熱除去性能が上昇し、出力密度の向

上が期待できる。事故時及び通常時のSiC酸化は、化学反応、反

応生成物（CO等）の物質移行、冷却材流動、輻射伝熱など、マル

チフィジクスである。本研究では、SiC酸化反応に関する解析コ

ードを整備するとともに、そのＶ＆Ｖ手法を確立し、高出力密

度高温ガス炉の可能性を追求することを目的として、以下の研

究開発を行う。 

１）SiC酸化評価コードのVVUQ 

２）SiC酸化要素試験 

３）実機成立性評価 

２．総合評価 
Ａ 

・高温ガス炉は、燃料コンパクト、ギャップ、黒鉛スリーブ、冷

却用のヘリウムという構造となっているが、燃料コンパクトを

SiC被覆することで、スリーブをなくし、直接冷却によりギャッ

プの熱伝達を数百度確保しようというアイデアに対し、地道な

実験と計算にて成果を示したことは評価ができる。 

・一方で、制限温度が低くなっているため、特に過渡時の影響を

考慮した燃料コンパクトの熱挙動に関してもう少し丁寧に行う

とより良い成果となるのではないかと考える。 

 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


